
令和８年度手取川渇水情報連絡会【書面開催】 

 

３ 議題 

（１）北陸地方の気象状況について 

別紙１のとおり 

 

（２）手取川ダムの現状について 

別紙２のとおり 

 

（３）大日川ダムの現状について 

 別紙３のとおり 

 

（４）各利水者の調整状況について 

 

（５）今後の対応について 

 

＜各関係機関の発言要旨＞ 

 

（１）北陸地方の気象状況について 

■金沢地方気象台 

「昨日までの状況」 

・平年だと梅雨期間に雨量が多くなりますが、今年は、白山白峰では平年比 62％とな

りました。 

・梅雨明け後も、高気圧に覆われて晴れの日が多く、大気の状態が不安定となって局地

的な雨は降りましたが、広範囲でのまとまった雨はほとんどありませんでした。 

 

「今後の予想（主に週間天気予報から）」 

・週間天気予報では、高気圧が弱まり秋雨前線の影響を受けやすくなる見込みで、雨の

降る日が多くなっています。 



・雨は降りやすくなりますが、渇水を解消するにはかなりの降水量が必要であり、すぐ

に渇水が解消する可能性は低い（小さい）と考えます。 

 

○資料の補足 

・P5 北陸地方 1 か月予報 

本日（27 日）14 時 30 分に発表となりますので、最新の情報をご利用ください。 

https://www.jma.go.jp/bosai/season/#area_type=offices&area_code=17000

0&term=1month 

・P8 以降は参考資料です。 

・P12 から P13 は 2026 年 6 月 20 日～8 月 3 日の降水量 

これは、梅雨入りから梅雨明け前日（今年の梅雨期間）までの降水量と降水量平年比

です。 

 

（２）手取川ダムの現状について 

■金沢河川国道事務所 

・手取川ダムの役割は洪水時に水を貯める治水と、貯めた水を活用する利水（発電、都

市用水［上水、工水］）があります。 

・今の時期（第１洪水期［6/15～10/15］）、水をためて使える利水容量は 1 億 7 千

万 m3 あり、このうち、約 9 割は発電で使用できる水、残りの約 1 割は都市用水と

なります。 

・発電の容量を使い切る（ダム貯水量が約 10%を下回る）と、残る容量は基本的に都

市用水の用途に限定されることから、手取川ダムからの放流量が減少し、手取川の水

利用に影響を及ぼすことが想定されます。 

・8/27 の 13 時現在、手取川ダムの貯水率は 7 月以降の小雨の影響もあり 17.6%と

なっており、この時期としては過去最も低い値となっています。 

・本日（8/27）の降雨により一時的な回復も見込まれますが、その後、小雨傾向が続

き、現状どおりの貯水率の低下が続くとすれば、確保容量相当水位に到達する可能性

があります。 

 

（３）大日川ダムの現状について 

■石川県大日川ダム管理事務所 

・今年は、例年に比べ７月以降の降水量が少ないものの、８月１日時点の貯水位は、標

高３２１.５４ｍ(貯水率７９％)を確保していた。 

・８月７日以降は農業用水を確保するため、放流量を増やしたことから貯水位が低下し

た。 

・８月２７日９時時点の貯水位は、標高３１４.６６ｍで貯水率は４３％で同時期の過去



平均貯水位の標高３１６.２０ｍと比べて１.５４ｍ低くなっている。 

※大日川ダムは洪水調整、河川維持、農業用水、発電用水を貯留する役割を担っている。 

※貯水率について、現在は洪水期間となっていることから、貯水可能な水位は標高３２

４.７０ｍに制限（以下、制限水位という。）されており、貯水率は制限水位を基に算出し

ている。 

 

（４）各利水者の調整状況について 

■北陸電力株式会社 

・これまで，8/7，8/19 の２回，関係利水者である七ヶ用水，宮竹用水土地改良区，

大日川ダムと節水に関して協議を行いました。 

・その結果，かんがい用水について約 25％の節水にご協力いただき，合わせて大日川

ダムからも補給として数㎥/s 程度放流を増やしていただいております。 

・これらの対応により，手取川ダムの放流量は，節水前に比べ約 40％程度節水されて

います。 

 

■石川県水道企業課 

・県水としては、今回の取水制限による効果を十分に見極めるとともに、本日以降の降

雨の状況、河川の流入量、ダムの貯水状況などを注視しながら、受水市町と連携し、県

民の皆様への安定した水道水の供給に最大限努める。 

 

■手取川七ヶ用水土地改良区 

・8 月上旬より、共同利水者である北陸電力㈱手取水力センター様、および手取川宮竹

用水土地改良区様と情報を共有し、夜間節水に取り組んでまいりました。しかしながら、

降水の見込みがなく、手取川ダムの貯水率のさらなる低下が強く懸念される状況であり

ます。 

・この事態を受け、かんがい期間中の最悪のシナリオである「取水停止」を回避するた

め、3 者協議のもと、かんがい期間中の 8 月 24 日（月）から 9 月 10 日までの取水量

を約 25％カットする取水制限に踏み切る判断をいたしました。 

・組合員の皆様には細やかな水管理など大変なご苦労をおかけすることとなります。限

りある水資源を効率的に活用し、この厳しい渇水を乗り切るため、より一層のご理解と

ご協力をお願いいたしました。 

 

■手取川宮竹用水土地改良区 

・七ヶ用水土地改良区と北陸電力と協議し、降雨が少なく、ダムの貯水位が低下してい

たため、今後の用水を確保するため、８／８（土）から、夜間減水し、節水を行った。 

・８／２４（月）からは、降雨がなく、さらにダムの貯水位が低下したことから、終日、 



約２５パーセント減水を行い、今後の用水の確保に努めた。 

 

（５）今後の対応について 

■事務局（金沢河川国道事務所河川管理課） 

・現在の手取川ダム貯水率は 17.6％(8/27_13 時現在)となっています。本日（8/27）

の降雨により一時的な回復も見込まれますが、これ以降、手取川上流域にダム貯水率を

大幅に増加させるような降雨が少ない状況が続くことも考えられます。 

・そのため、今後の対応として、手取川ダム貯水位がさらに低下し、上水道のみの取水

となる水位として設定されている「都市用水確保水位」に近づくようであれば、再度「渇

水情報連絡会」の場を設け、水利使用に関する調整の場を設けたいと考えております。 

・また、渇水時の連絡調整については、引き続き関係者との情報共有を密にすることと

したいと考えております。 

 

＜発言要旨からの確認・調整事項とりまとめ＞ 

① 各利水者が自主的に節水協力を行った結果、手取川ダムからの放流量は約４０％の

節水となり、この効果により、都市用水確保水位到達をなるべく遅らせることを確認

した。 

② 手取川ダム貯水位がさらに低下し、「都市用水確保水位４１４．５ｍ」に近づくよう

であれば、再度「渇水情報連絡会」の場を設け、水利使用に関する調整の場を設ける

こととする。 

③ 渇水時の連絡調整について、引き続き関係者との情報共有を密にする。  

以上により、今後の対応を行うこととする。 



手取川渇水情報連絡会 運営要領 

 

（名称） 

第 1 条 本会は、手取川渇水情報連絡会（以下「連絡会」という。）と称する。 

 

（目的） 

第 2 条 連絡会は、手取川の渇水時における関係利水者間の水利使用の情報連絡を円滑に行

い、もって合理的な水利使用の推進を図ることを目的とする。 

 

（連絡事項等） 

第 3 条 連絡会は、渇水時における合理的な水利使用の推進を図るため、次の事項を連絡協議

するものとする。 

１）当該河川における水利使用上の方策に関すること。 

２）合理的な水利使用上の方策に関すること。 

３）水利使用上の水質の維持に関すること。 

４）実施及び連絡体制の確立に関すること。 

５）報道関係への広報活動に関すること。 

６）その他合理的な水利使用の推進を図るために必要な事項。 

 

（組織） 

第 4 条 連絡会は、別表に掲げる委員によって組織する。 

    ２．連絡会に会長を置き、金沢河川国道事務所長をもってこれにあてる。 

 ３．会長は、連絡会を代表し、会務を掌理する。 

 

（会議の開催） 

第 5 条 連絡会は、会長が必要と認めたとき、もしくは委員の要請があった場合に開催する。 

 

（事務局） 

第 6 条 連絡会の事務を行うため、金沢河川国道事務所に事務局を置く。 

 

附則 令和５年９月１５日から実施する。 

 



　別　表

手取川渇水情報連絡会　委員名簿

機関名 構成組織名 役職名 備考

北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 事務所長 河川管理者

北陸農政局 西北陸土地改良調査管理事務所 事務所長 農業用水利水者

気象庁 金沢地方気象台 台長 降雨予測等

石川県 土木部　河川課 課長 河川管理者

土木部　水道企業課 課長 水道用水供給事業者

農林水産部　生産振興課 課長 農業生産

農林水産部　農業基盤課 課長 農業用水

農林水産部　水産課 課長 内水面漁業

石川県大日川ダム管理事務所 所長 ダム管理者

石川農林総合事務所 所長 農業用水出先機関

南加賀農林総合事務所 所長 農業用水出先機関

石川土木総合事務所 所長 河川管理出先機関

南加賀土木総合事務所 所長 河川管理出先機関

石川県手取川水道事務所 所長 水道用水供給事業者

自治体 白山市　建設部　土木課 課長 沿川自治体

能美市　土木部　土木課 課長 沿川自治体

川北町　土木課 課長 沿川自治体

土地改良区 手取川七ヶ用水土地改良区 事務局長 利水者

手取川宮竹用水土地改良区 事務局長 利水者

漁業協同組合 白山手取川漁業協同組合 事務局長 内水面利用

電力会社
電源開発株式会社　水力発電部　中部支
店

業務ｸﾞﾙｰﾌﾟ
ﾘｰﾀﾞｰ

利水者

北陸電力株式会社　手取水力センター 所長 利水者





北陸地方の気象状況について

金沢地方気象台
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2026年8月1日～8月26日の降水量（加賀のアメダスのみ）

2



2026年8月1日～8月26日の降水量（左：実況値「mm」、右：平年比「％」）

3



石川県の1週間先までの予報（2026年8月27日11時発表）

4

8月29日21時 8月30日21時 8月31日21時 9月1日21時 9月2日21時 9月3日21時

週間アンサンブル予想図



北陸地方1か月予報（2026年8月20日発表）

・天気は数日の周期で変わるでしょう。
・降水量の確率予報は「少ない：40％、平年並み：40％、多い：20％」

5

※今日（27日）14時30分に最新の
1か月予報が発表されます



北陸地方3か月予報（2026年8月25日発表）
・9月については最新の1か月予報をご利用ください。
・降水量の確率予報は9月から11月まで
「少ない：30％、平年並み：40％、多い：30％」

6



まとめ
・週間天気予報では、8月31日にかけて雨の予想があります。

・1か月予報では、天気は数日の周期で変わるでしょう。
降水量は「平年並または少ない」予想となっています。

・3か月予報では、降水量は9月から11月まで
「ほぼ平年並」の予想となっています。

7



2026年6月1日～6月30日の降水量（加賀のアメダスのみ）

8



2026年7月1日～7月31日の降水量（加賀のアメダスのみ）
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参考：2026年6月1日～6月30日の降水量（左：実況値「mm」、右：平年比「％」）
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参考：2026年7月1日～7月31日の降水量（左：実況値「mm」、右：平年比「％」）
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参考：2026年6月20日～8月3日の降水量（左：実況値「mm」、右：平年比「％」）
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参考：月別平年値（1991年～2020年）
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大日川ダムの現状について 

 

石川県大日川ダム管理事務所 

 

今年は、例年に比べ７月以降の降水量が少ないものの、８

月１日時点の貯水位は、標高３２１.５４ｍ(貯水率７９％)

を確保していた。 

８月７日以降は農業用水を確保するため、放流量を増やし

たことから貯水位が低下した。 

 

８月２７日９時時点の貯水位は、標高３１４.６６ｍで貯

水率は４３％で同時期の過去平均貯水位の標高３１６.２０

ｍと比べて１.５４ｍ低くなっている。 

 

※大日川ダムは洪水調整、河川維持、農業用水、発電用水を貯留す

る役割を担っている。 

 

※貯水率について、現在は洪水期間となっていることから、貯水可

能な水位は標高３２４.７０ｍに制限（以下、制限水位という。）さ

れており、貯水率は制限水位を基に算出している。 
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大日川ダム年間貯水位曲線 平成6年 平均（58年間） 令和5年

令和6年 令和7年 令和8年

最低水位
EL302.00

満水位

EL330.60

予備放流水位 EL.328.50m 予備放流水位 EL.328.50m

制限水位 EL.324.70m

2026（令和8）年

確保水位

6/15 10/15満水位 EL.330.60m 満水位 EL.330.60m

非 洪 水 期 間 洪 水 期 間

制限水位
6月15日～7月15日

EL 324.70ｍ

2026(令和8)年8月26日時点

4月 13日 324.70m
7月 15日 324.70m
7月 20日 323.00m
7月 25日 322.80m
7月 31日 320.60m
8月 5日 314.40m
8月 10日 304.20m
8月 15日 302.80m
8月 20日 302.40m
8月 25日 302.30m
8月 31日 302.20m
9月 5日 302.10m
9月 10日 302.00m

確保水位



大日川ダム　現況写真（令和８年８月２６日撮影）

全 景

堤体

制限水位 324.70m

10.04m

堤体近景 貯水池

制限水位 324.70m

貯水位 314.66m（R8.8.27 9:00時点）

平均貯水位 316.20m 1.54m

制限水位 324.70m
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